
牛の全頭検査の継続を求める意見書 
 

 

 昨今、食肉への不安は健康への不安となっています。 

 日本でも変異型クロイツフェルトヤコブ病症状を発症した患者がでまし

た。しかし、全頭検査により感染をした牛肉の流通を防ぎ、食の安全性を

確保し、安定供給を確実にしている現在の基準及びルールにより、消費者

は安心して国産の牛肉を食すことができます。 

しかし平成１７年８月１日から、２０か月齢以下の牛を全頭検査の対象

外とする施行規則の改正がなされました。以後の対応は東京都に任されま

したが、東京都は平成１６年１０月２１日福祉保健局が全頭検査を継続す

る旨を公表し、１８年度は継続される見込みとのことです。 

消費者が納得する安全な牛肉の流通は、消費拡大にもつながります。 

 よって、新宿区議会は、東京都に対し、消費者が納得する安全な牛肉の

流通を確保し、食肉に対する不安を解消するため、牛の全頭検査を今後も

継続することを強く要望するものです。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、新宿区議会の議を経て意見

書を提出します。 

 

 

平成１８年３月２３日 

 

                   新宿区議会議長 名 

 

 

東京都知事 あ て  

 

 


